
 

県立横浜修悠館高等学校長  

  令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月 18日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の柔軟な
学びに配慮した
教 育 課 程 に よ
り、個別最適な
学びを学校全体
で推進 
 
 
 
 
②誰一人取り残
すことなく、多
様な教育ﾆｰｽﾞに
即した支援の充
実 

①ｵﾝﾗｲﾝﾚﾎﾟｰﾄ提
出率および単位
修得率の低下を
招かぬよう学校
全体で組織的に
対応していける
体制を整える。 
 
 
②ｷｬｯｼｭﾚｽ化し
た受講手続きの
効率的な運営に
取り組む。 

①視覚効果を活用した
わかりやすい生徒用ﾏ
ﾆｭｱﾙの作成や、生徒
向けのｵﾝﾗｲﾝﾚﾎﾟｰﾄ操
作説明会を開催すると
ともに、職員向けのﾏﾆ
ｭｱﾙ作成や研修会も
丁寧に実施する。 
 
② ４月の受講手続き
で挙げられた課題を整
理し、前例にとらわれ
ることなくよりよい方法
を検討する。 

①ﾏﾆｭｱﾙ作成や説明会、
研修会を実施することで、
ﾚﾎﾟｰﾄ提出率および単位
修得率を維持、もしくは向
上できたか。 
 
 
 
 
②10 月もしくは次年度の
受講手続きに向けて、より
ｽﾑｰｽﾞな手続きｼｽﾃﾑを構
築できたか。 
 
 

①4 月の生徒向けの説
明会は計６回設定し、8
割以上の生徒が出席し
た。その後は個別に生
徒対応を行うとともに、開
発者と連携して操作性
の向上に努め、ｵﾝﾗｲﾝ
への移行は円滑に実施
できた。 
②4 月の手続きの課題
を、改善に向け検討し
た。10月の手続きはｼｽﾃ
ﾑ改修が間に合わなかっ
たが次年度に向け引続
き検討した。 

①今年度の課題を精
査し、引続き操作性の
向上に努めるとともに、
生徒の計画的な学習
を支援できるよう、本校
の学習ｼｽﾃﾑの見直し
と周知を徹底する。 
 
 
②ｷｬｯｼｭﾚｽ化によって
生まれる時間等のゆと
りを、生徒への丁寧な
対応にあてられるよう
計画する。 

①ﾚﾎﾟｰﾄのｵﾝﾗｲﾝ化が
ｽﾑｰｽﾞにスタートできて
よかった。 
ｵﾝﾗｲﾝ化でも単位修
得率が上がったのは
学校の努力の成果で
ある。  
ｽｸｰﾘﾝｸﾞはﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ
としての教員の力量が
重要である。  
②手続きのわかりに
くさが生徒の単位修
得に影響しないよう
に尽力してほしい。 

①ﾚﾎﾟｰﾄのｵﾝﾗｲﾝ化に伴う生徒
向けｶﾞｲﾀﾞﾝｽを職員一丸とな
って行い、大きなﾄﾗﾌﾞﾙなく
１年間の学習が実施できた。
単位修得率も昨年度比 5.3%
増加した。引続き操作性の向
上に努めるとともに、生徒の
計画的な学習をより一層支援
できる仕組みが必要である。 
②手続きの簡素化について、
十分な検討を行うことができ
た。次年度は簡素化によって
生まれる時間等のゆとりを生
徒への支援に充てられるよう
新たな計画が必要である。 

①計画的な学習の例（ﾚﾎﾟ
ｰﾄ提出状況）を具体的に
設定し、ｽｸｰﾘﾝｸﾞや SHR、
修悠館通信等で生徒へ周
知するとともに、担任を
中心に生徒個々へのはた
らきかけも充実できるよ
う計画する。 
 
②本校で育みたい力を生
徒に身につけさせるため
の具体的な方策につい
て、年間を通して組織的
に検討していけるよう計
画する。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒が安心し
て学べる教育環
境を維持する。
主体的に取組む
意識の醸成をめ
ざした教育活動
の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒が自己を
尊重し、自らの
力を十分発揮で
きるよう個別最
適化を図り、充
実した学校生活
の実現 
 
 

①全職員に対し
生徒指導規定の
周知や本校にお
ける生徒指導基
準の共通理解を
図る。 
 
 
①生徒が参加し
たくなるような
行事を企画・運
営し、教育活動
の充実を図る。 
 
 
 
 
②常に生徒情報
を更新し、内容
の把握と共有に
努め、生徒一人
ひとりに適切か
つ効果的で継続
的な支援を行え
るように一層の
整備を行う。 
 
 
 
 

①生徒指導研修を通
して、本校の生徒指
導方針を周知する。
担任が積極的に関わ
る指導を再構築し、
生徒理解を深められ
るようにする。 
 
①文化祭、交流旅行
などの活動を活性化
させ、生徒の参加率
を向上させる。ま
た、生徒が主体とな
って活動できる環境
整備をする。 
 
 
②新規事業等により
学習および生活上の
支援を要する生徒を
見極め、必要な支援
を積極的に図る。ま
た、悠ﾙｰﾑを生徒が有
効活用できるように
AI ﾛﾎﾞｯﾄの利活用等
を工夫する。 
②教職員、 SC・ SSW
および教育支援専門
員等の情報共有と有
効活用のためにﾃﾞｰﾀ
ﾍﾞｰｽの情報を常に最
新のものに更新す
る。また SC、SSW に
併せてﾒﾝﾀｰ制度の周
知や外部機関等との
連携を密にし、組織
的に生徒支援が行え
るように努める。 

①生徒指導研修で共通
理解を図ったことが、
年間を通して全職員に
周知し、組織として対
応できたか。 
 
 
 
①行事ごとに生徒にｱﾝｹ
ｰﾄを実施し、生徒の活
動の充実度がどの程度
あったか。 
 
 
 
 
 
②悠ﾙｰﾑ・放課後居場所
ｶﾌｪ等の利用者の集計や
そこでの情報を活用で
きたかをｱﾝｹｰﾄにより確
認する。 
 
②教職員が様々な情報
をﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ上に速やか
に入力を更新するよう
に努めていたか。また
その情報を必要な支援
に活用できたか、SC・
SSW および外部機関に必
要に応じた相談を受け
させることができてい
るか。また、その情報
や相談を支援に繋げ、
組織的に取り組めたか
をｱﾝｹｰﾄにより確認す
る。 

①４月の生徒指導研修
を通して生徒指導の共
通理解を図ることがで
きた。また、特別指導
案件での会議の場で
は、職員間で齟齬がな
いよう、事案の丁寧な
説明をおこなった。 
①生徒の積極的な行事
参加により成功を収め
ることができた。特に
初開催である交流旅行
では、当初は生徒から
不安の声もあったが、
事後のｱﾝｹｰﾄでは全て
の生徒が満足できる内
容だったと回答した。 
②悠ﾙｰﾑの整備・放課
後居場所ｶﾌｪでのｱﾝｹｰﾄ
等を通じ、生徒が利用
しやすい環境整備を進
め、その結果支援が必
要な生徒の新たな見出
しができるようになり
つつある。また、ﾄﾗｲ
教室の運営法を見直し
生徒のﾆｰｽﾞに合う環境
を整備した。 
②SC,SSW との情報共有
及びﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽへの速や
かな入力が支援の必要
な生徒への確実な対応
として組織的に動くこ
とができた。また必要
な生徒に対してのﾒﾝﾀｰ
制度は有効に機能して
いる。 

①多様な背景を持つ生
徒がいる中で 1 人 1 人
の状況に応じた指導が
必要である。次年度以
降はそのような事例研
修も行い、より効果的
な指導につなげる。 
 
①文化祭はまだまだ生
徒の参加が少ないのが
現状である。次年度以
降も生徒の参加呼び掛
け、学校生活の充実を
図る。 
 
 
 
②放課後居場所ｶﾌｪの
継続的な運営のための
生徒組織の継続性やｲ
ﾍﾞﾝﾄ企画のあり方が課
題となった。他ｸﾞﾙｰﾌﾟ
とも連携をとりながら
検討していく。またﾄﾗ
ｲ教室の YSK ｻﾎﾟｰﾀｰ不
足に伴う人員の確保は
新たな開拓先を検討す
る。 
②SC,SSW との情報共
有・連携を今以上に確
実化し生徒支援に繋げ
る必要がある。DB の
情報更新が日常的に行
われ、それが有効活用
できるように職員の意
識を高めるようにさら
に啓発活動を行ってい
く。 

①生徒の数が増え、難
しい生徒が増加してい
るので、保護者をはじ
め、関係機関及び地
域と連携し、対応して
いただきたい。 
 
 
①生徒が積極的に行
事に参加しているこ
とは素晴らしい。そ
の一方で関心を示さ
ない生徒もいるの
で、ｵﾝﾗｲﾝ参加等も開
拓してほしい。 
 
 
②Hanataba Cafeは元
気な生徒が多い印象
だが、多様な生徒の
居場所になっている
ことを評価する。 
居場所の分散整備に
より保健室負担の軽
減、支援を受け取れな
い生徒がいる現実を踏
まえた対応を評価す
る。 
「まだつながれない生
徒」を意識できている
点が重要である。 
教員の生徒への丁寧
な関わりを高く評価
する。  

①全職員に対し、生徒指導規
定の周知や本校における生徒
指導基準の共通理解を図るこ
とができた。しかし、基礎的
な研修に留まり事例研修を実
施できなかった。 
 
 
①交流旅行に於いては、事前
指導を複数回おこなうことに
より、交流旅行初日から生徒
同士の積極的な関りを見るこ
とができた。文化祭は参加者
の増加は見られたが、企画団
体として参加する生徒の増加
は見られなかった。 
 
②悠ﾙｰﾑの改修や Hanataba 
Café の開始などにより生徒
が分散するようになり生徒に
対する支援の目が行き届きや
すくなってきた。今後は支援
の場に加わることができない
生徒の中の支援が必要生徒の
見出しの方法を考える必要が
ある。 
 

 
②ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽへの更新作業は職
員が意識をもって取り組める
ようになった。今後は入力し
た情報をいかに支援に繋げて
いくかの方策を考える必要が
ある。 

①事例研修を通して、本
校の実態に即した研修が
行えるように、研修体制
を見直す。 
 
 
 
 
①文化祭の参加団体増加
は、生徒に呼び掛けるだ
けでは難しく、教員が企
画することによって生徒
も参加しやすくなると考
えられる。そのため、教
員への積極的な参加呼び
掛けをおこなっていく。 
 
②支援の場として設定し
ているところだけではな
く日常のｽｸｰﾘﾝｸﾞや面談等
を通じて支援が必要な生
徒の認知ができるように
常にｱﾝﾃﾅを意識していく
ようにする。 
 
 
 
 
②ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの情報をより
簡単に確認できるようなｼ
ｽﾃﾑを考え、常に最新の情
報を確認しながら支援に
繋げていく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月 18日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒が将来を
考え、自分の適
性に合った実現
可能な進路選択
を行い、行動で
きるようｻﾎﾟｰﾄ
体制の強化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒個々の可
能性を広げ、社
会 的 自 立 に 向
け、生徒が興味
関心を持ち積極
的に活動できる
支援体制の充実 
 
 
 
 

①横浜中地区の
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟへの
取組みや就職前
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを実
施し、自分に適
した就職支援を
行う。 
①進学ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ
ｰの利用や各種
説明会等の参加
を増加させる。
また「進路・進
学探究」ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
を充実させる。 

 
 

②個々の生徒の
特 性 に 合 わ せ
て、成長に寄与
できる通級指導
の あ り 方 を 考
え 、 生 徒 自 ら
が、将来の自己
実現を考えられ
るような活動を
行う。また、関
係機関等と積極
的に連携し、一
層効果的な支援
を行う。 

①事前説明会や修悠
館通信、ﾏｲﾍﾟｰｼﾞのお
知らせ等に載せ、周
知活動を徹底して行
い、参加者を増加さ
せる。 
 
①民間企業と連携し
た「進路・進学探
究」ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの参加者
を増やすため、予算
化し、希望者が確実
に活用できる環境を
整える。また、進路
未定者への方策を検
討する。 
②通級に参加してい
る生徒を含め特別な
支援が必要な生徒等
が自らの希望に沿っ
た進路実現のためにｲ
ﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ・就業体験
等を行い、保護者と
協働して卒業後の進
路を考えられる支援
を行う。 
②校内での情報共有
と共通理解を図ると
ともに、関係機関等
との連携をより一層
深め、適切かつ的確
な支援に努め、生徒
が希望する進路実現
に挑む力を育む。 

①より多くの参加者に
支援ができ、就職活動
率や内定者数が高まっ
たか。また、就職前のﾏ
ｯﾁﾝｸﾞ指導を実施するこ
とで、効果的な影響が
あったか。 
①各進路説明会等の参
加者に充実した支援が
できたか。また、ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑの運営に満足できた
か。支援の充実で未定
者の割合 が変化 した
か。 
 
 
②自校通級・他校通級
に参加している生徒・
保護者の 希望を 確認
し、ｽﾑｰｽﾞな進路活動に
向けた取り組みや活動
ができたかを進路状況
や生徒・保護者の振り
返りから確認する。 
 
 
②生徒一人ひとりの支
援について、必要な関
係機関等と顔が見える
関係作りや連携が取れ
たか。また、生徒自身
が自らの進路に対して
積極的かつ具体的に考
えることができたか。 

①横浜中地区のｲﾝﾀｰﾝｼ
ｯﾌﾟへは、周知活動の
充実により(５倍増）
多くの生徒に将来の目
標設定の手助けができ
た。本年度の就職前ｲﾝ
ﾀｰﾝｼｯﾌﾟは７月より実
施し、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ先に 3
名の希望者が内定につ
ながった。 
①「進路・進学探究」
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの参加者数は
1.3 倍になり、進学実
績が上がった。卒業予
定の未決定者や来年度
に向けた生徒への対応
を10月末進路説明会で
実施した。 
 
②生徒一人ひとりの進
路希望の実現のために
生徒・保護者の希望を
丁寧に聞き、積極的に
情報提供や施設見学な
どを行った。 

①生徒一人に適した
就職支援を行うた
め、継続した取組み
を重ねる必要があ
る。就職前のﾏｯﾁﾝｸﾞ
指導としてはさらに
検討していく。 
①進学については、
効率的かつ円滑に、
より多くの生徒を指
導できる体制を検討
し、充実させる。点
検等を充実させ、ﾐｽ
等起こらないﾁｪｯｸ体
制を構築する。  
 
 
 
 
②生徒自ら自分の意
思を表現でない生徒
が多い中で、いかに
生徒の希望を実現さ
せるかが課題であ
る。より一層丁寧か
つ時間をかけて面談
等を行うようにす
る。 

①ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ参加者の
倍増とｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ先へ
の内定は素晴らしい
成果である。 
就職者増は大きな成
果である。準備段階
の生徒への支援とｻﾎﾟ
ｽﾃへの接続を要望す
る。 
就職は相性の確認が
重要。卒業生の話を
聞く機会を提案。 
通信制で身につく計
画性・自己管理力は
社会でいきる。  
通信制という特性を
いかし、通信制課程
でもしっかり学べる
大学、ﾃﾚﾜｰｸ中心で働
ける分野の仕事に強
い学校になってほし
い。 
 
②保護者との協力に
より、指導していっ
てほしい。 
 

①周知活動の充実や就職担当
者とｷｬﾘｱｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの連携し
た働きで、内定者が増加して
いることは学校関係者から大
きな評価をいただいた。ま
た、ｷｬﾘｱ科目も要因の１つで
あるので、ｻﾎﾟｽﾃへの関わり
も強化していく。課題として
は、多忙期に担当者にかかる
負荷を解消することである。 
 
①「進路・進学探究」ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑの実績を継続し、通信制だ
からこそ身につく分野の開拓
を心掛ける。また、卒業予定
の進路未決定者の対応が大き
な課題である。 
 
 
②通級指導などを通じて、生
徒の考えや希望を把握し、そ
の中から施設見学や実習を行
い卒業後の進路について考え
られるように指導した。ま
た、保護者に対して情報発信
を常に行い、保護者と学校と
の連携が取れるようにした。 
その一方で、自身の意思が表
現できにくい生徒も多数いる
ので、そのような生徒に対す
る接し方をより工夫する必要
がある。 

①内定者を増加させるた
めの就職支援を行うた
め、継続した取組みを重
ねていくことが重要で、
多忙期の担当者やｱﾄﾞﾊﾞｲ
ｻﾞｰの増員や役割分担を構
築していく。また、ｻﾎﾟｽﾃ
との連携を密にし、卒業
予定、卒業後も進路相談
の働きかけを充実させ
る。 
①進学については、ﾏﾆｭｱﾙ
を見直し、総合型学校推
薦に対応し、担任と連携
しながら、ﾐｽなく点検等
を行う。通信制で学ぶ多
くの生徒を指導できる体
制を検討していく。 
 
②時間をかけ、わかりや
すい表現を心掛けながら
生徒自身の考えや希望を 
丁寧に聞くようにしてい
くとともに、保護者と連
携を密にし､生徒の卒業後
の進路決定の支援してい
く。 

４ 地域等との協働 

①地域や近隣の
小中学校等と連
携し、協働の体
制を構築するこ
とで、地域に貢
献し、地域から
信頼される学校
づくりの推進 

①地域の力を本
校の教育活動に
生 か す と と も
に、地域の行事
への参加を通し
て地域に貢献す
る。 

①地域との協働に関
する行事の一覧表を
更新しながら、校外
で活動する団体に声
掛けを行い、情報発
信の回数を増やす。 

①地域との協働に関連
した行事や教育活動に
関して作成した修悠館ﾌ
ﾗｯｼｭが昨年より増えた
か、また 活用で きた
か。 

①地域だよりでは、地
域に関する記事を増や
した。行事に参加した
時の様子を紹介する修
悠館ﾌﾗｯｼｭでは、昨年
より７件増え、様々な
活動を発信することが
できた。 

①生徒が参加した地
域の行事は１件にと
どまり、その他の地
域との交流もやや深
めるにとどまった。
来年度も地道に情報
発信していき交流を
深めていく。 

①修悠館の良さを地
域にもっと発信して
いってほしい。 
地域行事へ参加する
際、事前に参加可能
生徒を把握しておく
体制があるとよい。 

①地域だよりの記事に、生徒
が地域の行事に参加した様子
を載せるなど、より地域に根
差した内容に作り変えた。修
悠館ﾌﾗｯｼｭを昨年より 7 件多
く作成し、校内外の学校説明
会等で活用した。一部、情報
発信に課題を残した。 

①ふるさと祭りなど生徒
が参加する地域の行事に
ついても保護者等に周知
する。小学校等の行事参
加の要請があった場合に
は、条件がそろえば参加
できる体制を整える。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒の自己実

現に向けた主体

的な活動をｻﾎﾟｰ

ﾄする環境整備

とｻﾎﾟｰﾄ力の向

上 

②教育環境の変
化によりよく対
応しようとする
教職員体制の充
実 

①実践的なｵﾝﾗｲ

ﾝｽｸｰﾘﾝｸﾞの運用

を目指す。  

 

②様々な災害に

即応できるよう

教職員を再配備

し、生徒の防災

意識向上を目指

す。 

②働き方改革を

推進し、教職員

の力を最大限に

発揮できる環境

を整備する。 

①ｽｸｰﾘﾝｸﾞの配信につ
いて有効的な活用方
法を模索する。様々
な活用方法を想定
し、知識とﾉｳﾊｳをｼｪｱ
する。 
②本校の役割を再確
認し、教職員の再配
備をする。 
最新の防災の知識を
取得し、訓練等を通
し生徒に還元する。 
②諸々の手続き等のｵ
ﾝﾗｲﾝ化を促進し、生
徒に費やせる時間を
創出する。 

①ｵﾝﾗｲﾝｽｸｰﾘﾝｸﾞの視聴
数と生徒の満足度がど
の程度であったか。教
員の気づいた点や技術
などをまとめたものを
作成できたか。 
②災害時の新しいﾏﾆｭｱﾙ
の作成に 着手で きた
か。 
防災訓練のｱﾝｹｰﾄ調査を
行い、防災意識の高ま
り、防災知識の習得を
促進できたか。 
②生徒により寄り添う
時間の創 出がで きた
か。 

①機材の導入が完了
し、来年度に向けた基
本方針を作成すること
ができた。 
 
②R7 年度のﾏﾆｭｱﾙを作
成し、教員全体へ周知
した。 
生徒防災訓練に対しｱﾝ
ｹｰﾄを通し、生徒の防
災への意識を確認する
ことができた。 
②多くの業務でｵﾝﾗｲﾝ
化が進んだ。教員の生
徒に寄り添う時間の創
出がおおむねできた。 

①ｵﾝﾗｲﾝｽｸｰﾘﾝｸﾞは実
施できなかった。職
員向け説明会などを
実施し効果的な運用
を目指したい。 
②来年度のﾏﾆｭｱﾙをよ
り充実したものにす
る。 
生徒の防災訓練のｱﾝｹ
ｰﾄ結果の活用に課題
が残った。 
 
②業務の DX 化を進め
られるよう職員の意
識改革を行う。 

①学校として絶えず
改善を図っている姿
勢が素晴らしい。 
ｵﾝﾗｲﾝｽｸｰﾘﾝｸﾞは大変
だと思うが、実現で
きればいろいろな可
能性があると感じ
る。 
②防災訓練のｱﾝｹｰﾄ結
果を知りたい。 
②業務の DX 化も慣れ
るまでが大変だと思
うが、効率化するこ
とで対生徒の時間を
生むことができるの
は素晴らしい。 

①ｵﾝﾗｲﾝｽｸｰﾘﾝｸﾞ実施に必要な
機材の導入を完了した。次年
度以降は、本設備の本格的な
運用を開始するとともに、教
育効果を高めるための発展的
な活用を推進していきたい。 
②防災ﾏﾆｭｱﾙの策定と周知を
実施した。訓練後の調査では
生徒の意識向上に効果が認め
られたものの、今後は得られ
たﾃﾞｰﾀの具体的なﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ
体制の構築が課題である。 
②業務の DX 化により事務負
担が軽減され、生徒に寄り添
う時間が創出された。この成
果は、生徒の安心感醸成に寄
与するものと評価できる。 

①次年度は本格運用に加
え、教員研修によるｵﾝﾗｲﾝ
ｽｸｰﾘﾝｸﾞの指導力向上を推
進する。ICTを最大限に活
かし、教育効果の高い学
習環境を構築していく。 
②来年度のﾏﾆｭｱﾙをより充
実したものにする。訓練
後のｱﾝｹｰﾄ結果を、全体の
傾向把握に留めず、個々
の生徒に還元する仕組み
を構築する。 
②業務の DX 化を基盤とし
つつ、業務ﾌﾛｰの最適化と
既存ｼｽﾃﾑの質的向上に取
り組んでいく。 



 

 


